
I章晴育午の管理
⑥晴乳ロボット(自動踊乳装置)による飼養管理
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附乳ロボット(自動補乳装置)は、日本では

カーフハッチに代わり、 1998年こ ろから急速

に普及したシステムで、今では目新しくなく

なってきました。近年は大規模なl士l用民家だけ

ではなく、小規桜の酪出家においても普及して

きています。

カーフハッチは個別管理ですが、 lIiIi乳ロボッ

トは写真1のように群管理で、全く奨なる飼主主

方法となります。lIiIi乳ロボットが毎日のlIiIi乳作

業を代わってくれるメリッ トは非常に大きいで

す。また機械的なトラブyレは少なく、装置の使

用方法は非常に分かりやすく使いやすい袋詰で

写真1 哨乳ロボットの群飼ベン

写真2 ドリンヲステーシヨン(写真中央)

す。

しかし子牛の観祭を怠ってしまうと、疾病が

一気に感染するという応大の弱点があるので特

に注怠が必要となります。

1 自動晴乳装置の視要

i昨飼ベンに、 写真2、3のようにドリンクス

テーション(子牛がミルクを飲みに来る場所、

I lil'lのみ進入可能)を設iuします。 ドリ ンクス

テーションには可動式のニップル(乳首)があ

り、ミルクを自動で調合する自動lIiIi乳装出と

ホースでつながっています(次7写真

4)。さらに楽斉IJ添加装置から抗生物質

や整腸剤もミノレクに混ぜて与えることが

できます。子牛の首輪には、 個体識別装

置を取り付けます。

ドリンクステーションでは、ネ ック

タッグや耳棋の個体識別装誼により何番

の個体が入ってきたのかが分かり、決

まった量(苦IJ当:l1l:)のミルクが調合され給

与されます。もしその時間の割l当量をす

写真3 ドリンヲステーションで鴫乳
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